
３月３日（火）ひな祭り。

突然の臨時休業から２３日が過ぎ

ました。本日の学年登校日、皆さ

んの元気な姿に再会することがで

き、本当にうれしく思いました。

今回の新型コロナウイルスによ

り、「朝起きて、登校し、授業を

受ける」という、何気ない平凡な

日常がどれだけ大切であるかに気

がついたと思います。皆さん！！

『あたり前のことをあたりまえと

思わずに 感謝できる人』になっ

て下さい。

「新しい仲間との偶然の出会いを大切に、日々みんなと共に成

長しよう」ということでスタートした令和元年度の生活が本日修

了します。皆さんは、この一年間の歩みの中で様々な経験をし、

心身共に成長できました。そして、１年生は２年生へ、２年生は

３年生へと進級します。進級後の生活を充実した時間とするため

に、明日から始まる春休みを大切に過ごしましょう。『自分で自

分の生活をコントロールできる力』を身につけよう。

その１ 学校のリズムで生活しよう。

その２ 自分からすすんで学習しよう。

その３ 家の手伝いをしよう。

その４ これまでのテスト問題をやり直そう。

その５ 家庭・学校・社会のルールを守ろう。

生徒会長 石田君 『別れの言葉』より 一部抜粋

初めての体育大会では、行進練習で叱られ、ラジオ体操で叱られ、何でこ

んなに叱られないといけないんだろうと思うぐらいでした。しかし、３年

生の組体操を見て、先輩方がどんな思いでこの体育大会に取り組んでいる

のかを目の当たりにし、その熱い気持ちに強く感動しました。そして、な

ぜ叱られているのか、その意味に気づくことができました。【中略】

３年生、一つ一つの行事が最後となり、「後輩達の手本になれるような行

動をとろう」「先輩方を追い越せるような３年生になろう」と最高学年と

しての自覚や責任を感じるようになりました。【中略】 組体操の練習が

始まりました。１年生の時に見た先輩方の姿、一つ上の先輩方の泥だらけ

の姿が何度も思い出されました。先輩方の何度失敗をしてもあきらめない

姿、涙を流して感動している姿を思い出し、お互い励まし合うことで厳し

く辛い練習を乗り越えました。自分がだれかを支えている。自分が耐えな

いとこの技は完成しない。そんな思いが私たちの絆をさらに強くしてくれ

ました。お互いを信じ、絶対に成功させようと必死に食らいついた本番。

大きな拍手をもらい、達成感と一体感を味わい、３６期生の団結力を強く

感じることができました。【中略】 先生方、一杯叱ってくれて『ありが

とうございました』 叱られて腹が立ったとき、大嫌いだと思ったときも

ありましたが、困ったとき、悩んだとき、いつでも見守り助けてください

ました。卒業文集に『叱られることは愛されていること』という言葉があ

りましたが、たくさん叱られたということは、私たちは愛されていたんだ

と思います。 【中略】 在校生の皆さん 私たちがたくさんの行事を行

い、安心して授業を受けられるのは先輩方が常陽中学校の伝統を築き、そ

の伝統を私たちに託してくださったからです。どうか先輩方が築き上げて

きた伝統と私たち３６期生の思いを引き継ぎ、よりよい常陽中学校を築き

上げてください。そして、一緒にいる仲間達、先生方と共に最高の思い出

を作り、１年後、２年後に胸を張って卒業できるよう頑張ってください。

公立高校 ８０名 私立高校 ２１名

専修学校 １名 通信制 １名 家事手伝い １名

今年度、保護者の皆様方には、本校教育活動にご理解とご

協力をいただきありがとうございました。来年度も『信頼さ

れる学校』を目指し、教職員一丸となって頑張ります。ご支

援いただきますようよろしくお願いします。なお、臨時休業

のため未履修であった学習内容については、来年度、新しい

学年で丁寧に指導させていただきますのでご安心ください。

常陽中 だより
令和２年 ３月 ２５日

尼崎市立常陽中学校

校長 德 山 壮 一 №２１


